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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月27日(2011.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ装置が着脱可能であり、装着されたレンズ装置に対応した、補正情報記憶手段に
登録された補正情報に基づいて撮像画像を補正する補正手段を備えた撮像装置であって、
　装着されたレンズ装置から、当該レンズ装置の識別情報を取得する取得手段と、
　レンズ装置の補正情報がレンズ装置の識別情報ごとに複数記憶された外部機器と接続す
るための接続手段と、
　前記接続手段により前記外部機器が接続されている際に、前記取得手段により取得され
た識別情報に対応したレンズ装置の補正情報が前記補正情報記憶手段に登録されているか
否かを判定し、登録されていない場合に、当該識別情報に対応したレンズ装置の補正情報
を前記外部機器から読み出して前記補正情報記憶手段に登録する制御手段と、
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　表示手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記接続手段により接続されている外部機器にレンズ装置の補正情報
が少なくとも１つ格納されているか否かを判定し、格納されていない場合はその旨の警告
表示を前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　表示手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記取得手段により取得された識別情報に対応したレンズ装置の補正
情報が前記接続手段により接続されている外部機器に格納されているか否かを判定し、当
該補正情報が格納されていない場合はその旨の警告表示を前記表示手段に表示させること
を特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記外部機器に記憶された補正情報には、レンズ装置の複数の光学特性を補正するため
の補正量が設定されており、
　前記制御手段は、前記補正量を前記補正情報として前記補正情報記憶手段に登録するこ
とを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
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【請求項５】
　前記取得手段により取得された前記識別情報を記憶する記憶手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記装着されたレンズ装置の識別情報に対応する補正情報が前記補正
情報記憶手段に登録されていなければ、前記取得手段により取得された前記識別情報を前
記記憶手段に記憶させ、登録済みであれば、前記識別情報を前記記憶手段に記憶させない
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記外部機器は、前記接続手段に着脱可能な記録媒体、又は、前記接続手段に通信接続
が可能なデータサーバであることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の撮
像装置。
【請求項７】
　レンズ装置が着脱可能であり、装着されたレンズ装置に対応した、補正情報記憶手段に
登録された補正情報に基づいて撮像画像を補正する補正手段と、レンズ装置の補正情報が
レンズ装置の識別情報ごとに複数記憶された外部機器と接続するための接続手段と、を備
えた撮像装置の制御方法であって、
　取得手段が、装着されたレンズ装置から、当該レンズ装置の識別情報を取得する取得工
程と、
　制御手段が、前記接続手段により前記外部機器が接続されている際に、前記取得工程で
取得した識別情報に対応したレンズ装置の補正情報が前記補正情報記憶手段に登録されて
いるか否かを判定し、登録されていない場合に、前記識別情報に対応したレンズ装置の補
正情報を前記外部機器から読み出して前記補正情報記憶手段に登録する制御工程と、
　を含むことを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項８】
　レンズ装置が着脱可能であり、レンズ装置に対応した補正情報が登録された補正情報記
憶手段と、装着されたレンズ装置の識別情報を記憶する識別情報記憶手段と、を備えた撮
像装置へ、通信により前記補正情報記憶手段へ登録すべき補正情報を送信する登録装置で
あって、
　レンズ装置の補正情報が識別情報ごとに複数記憶された記憶手段と、
　前記撮像装置と通信により接続されている際に、当該撮像装置から取得した前記識別情
報記憶手段に記憶された前記識別情報に対応したレンズ装置の補正情報が前記補正情報記
憶手段に登録されているか否かを判定し、登録されていないレンズ装置の補正情報を前記
記憶手段から読み出して前記登録すべき補正情報として前記撮像装置へ送信させる制御手
段と、
　を備えることを特徴とする登録装置。
【請求項９】
　レンズ装置の補正情報がレンズ装置の識別情報ごとに複数記憶された外部機器と接続す
るための接続手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記接続手段により前記外部機器が接続されている際に、当該外部機
器に複数記憶された前記補正情報を前記記憶手段に記憶させることを特徴とする請求項８
に記載の登録装置。
【請求項１０】
　前記外部機器は、前記接続手段に着脱可能な記録媒体、又は、前記接続手段に通信接続
が可能なデータサーバであることを特徴とする請求項９に記載の登録装置。
【請求項１１】
　表示手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記記憶手段にレンズ装置の補正情報が少なくとも１つ格納されてい
るか否かを判定し、格納されていない場合はその旨の警告表示を前記表示手段に表示させ
ることを特徴とする請求項８乃至１０のいずれか一項に記載の登録装置。
【請求項１２】
　表示手段を更に備え、
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　前記制御手段は、前記識別情報記憶手段に記憶された識別情報に対応したレンズ装置の
補正情報が前記記憶手段に格納されているか否かを判定し、当該補正情報が格納されてい
ない場合はその旨の警告表示を前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項８乃至
１０のいずれか一項に記載の登録装置。
【請求項１３】
　前記外部機器に記憶された補正情報には、レンズ装置の複数の光学特性を補正するため
の補正量が設定されており、
　前記制御手段は、前記補正量を前記登録すべき補正情報として前記撮像装置へ送信させ
ることを特徴とする請求項８に記載の登録装置。
【請求項１４】
　レンズ装置の補正情報が識別情報ごとに複数記憶された記憶手段を備え、レンズ装置が
着脱可能であり、レンズ装置に対応した補正情報が登録された補正情報記憶手段と、装着
されたレンズ装置の識別情報を記憶する識別情報記憶手段と、を備えた撮像装置へ、通信
により前記補正情報記憶手段へ登録すべき補正情報を送信する登録装置の制御方法であっ
て、
　制御手段が、前記撮像装置と通信により接続されている際に、当該撮像装置から取得し
た前記識別情報記憶手段に記憶された前記識別情報に対応したレンズ装置の補正情報が前
記補正情報記憶手段に登録されているか否かを判定し、登録されていないレンズ装置の補
正情報を前記記憶手段から読み出して前記登録すべき補正情報として前記撮像装置へ送信
させる制御工程を含むことを特徴とする登録装置の制御方法。
【請求項１５】
　請求項７に記載の撮像装置の制御方法の各工程をコンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の登録装置の制御方法の各工程をコンピュータに実行させるためのプ
ログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的は、レンズ装置が着脱可能であり、装着されたレンズ装置に対応した、補正情
報記憶手段に登録された補正情報に基づいて撮像画像を補正する補正手段を備えた撮像装
置であって、装着されたレンズ装置から、当該レンズ装置の識別情報を取得する取得手段
と、レンズ装置の補正情報がレンズ装置の識別情報ごとに複数記憶された外部機器と接続
するための接続手段と、前記接続手段により前記外部機器が接続されている際に、前記取
得手段により取得された識別情報に対応したレンズ装置の補正情報が前記補正情報記憶手
段に登録されているか否かを判定し、登録されていない場合に、当該識別情報に対応した
レンズ装置の補正情報を前記外部機器から読み出して前記補正情報記憶手段に登録する制
御手段と、を備えることを特徴とする本発明による撮像装置によって達成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、上記目的は、レンズ装置が着脱可能であり、装着されたレンズ装置に対応した、
補正情報記憶手段に登録された補正情報に基づいて撮像画像を補正する補正手段と、レン
ズ装置の補正情報がレンズ装置の識別情報ごとに複数記憶された外部機器と接続するため
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の接続手段と、を備えた撮像装置の制御方法であって、取得手段が、装着されたレンズ装
置から、当該レンズ装置の識別情報を取得する取得工程と、制御手段が、前記接続手段に
より前記外部機器が接続されている際に、前記取得工程で取得した識別情報に対応したレ
ンズ装置の補正情報が前記補正情報記憶手段に登録されているか否かを判定し、登録され
ていない場合に、前記識別情報に対応したレンズ装置の補正情報を前記外部機器から読み
出して前記補正情報記憶手段に登録する制御工程と、を含むことを特徴とする本発明によ
る撮像装置の制御方法によっても達成される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、上記目的は、レンズ装置が着脱可能であり、レンズ装置に対応した補正情報が登
録された補正情報記憶手段と、装着されたレンズ装置の識別情報を記憶する識別情報記憶
手段と、を備えた撮像装置へ、通信により前記補正情報記憶手段へ登録すべき補正情報を
送信する登録装置であって、レンズ装置の補正情報が識別情報ごとに複数記憶された記憶
手段と、前記撮像装置と通信により接続されている際に、当該撮像装置から取得した前記
識別情報記憶手段に記憶された前記識別情報に対応したレンズ装置の補正情報が前記補正
情報記憶手段に登録されているか否かを判定し、登録されていないレンズ装置の補正情報
を前記記憶手段から読み出して前記登録すべき補正情報として前記撮像装置へ送信させる
制御手段と、を備えることを特徴とする本発明による登録装置によっても達成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、上記目的は、レンズ装置の補正情報が識別情報ごとに複数記憶された記憶手段を
備え、レンズ装置が着脱可能であり、レンズ装置に対応した補正情報が登録された補正情
報記憶手段と、装着されたレンズ装置の識別情報を記憶する識別情報記憶手段と、を備え
た撮像装置へ、通信により前記補正情報記憶手段へ登録すべき補正情報を送信する登録装
置の制御方法であって、制御手段が、前記撮像装置と通信により接続されている際に、当
該撮像装置から取得した前記識別情報記憶手段に記憶された前記識別情報に対応したレン
ズ装置の補正情報が前記補正情報記憶手段に登録されているか否かを判定し、登録されて
いないレンズ装置の補正情報を前記記憶手段から読み出して前記登録すべき補正情報とし
て前記撮像装置へ送信させる制御工程を含むことを特徴とする本発明による登録装置の制
御方法によっても達成される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　レンズ装置１は、絞り機構１２やフォーカスレンズ１３を駆動させるためのステッピン
グモータなどの駆動部（図示しない）を有しており、撮像装置２とのデータ通信により絞
り機構１２やフォーカスレンズ１３の駆動が撮像装置２から制御される。また、レンズ装
置１は、レンズ装置１の名称、個体や機種を特定するために個体又は機種ごとにユニーク
に割り当てられた識別番号やレンズＩＤなどの識別情報を記憶したＲＯＭ（図示しない）
を有している。レンズ装置１は、撮像装置２とのデータ通信によって上述した識別情報の
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要求があった場合はＲＯＭに記憶された識別情報を撮像装置２へ通知する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　表１の例では、撮像装置２本体には６種類のレンズ装置が登録されていることになる。
しかし、最後に登録されたレンズ装置については、ＤＬや設定情報、補正情報がＳ９によ
り初期化された状態になっている。すなわち、レンズ装置としては登録されていることが
レンズ名やレンズＩＤから判るが、補正情報が記憶されたことを示すフラグであるＤＬが
０であり、設定情報、補正情報には０（又はＯＦＦやＮＵＬＬ値）が設定されている。そ
れ以外の登録されたレンズ装置については、設定情報や補正情報が記憶されており、ＤＬ
のフラグが１になっている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　上述したとおり、第２メモリ３７の登録領域は、装着されたレンズ装置に対応した補正
情報が登録される補正情報記憶手段である。また、第２メモリ３７の登録領域は、ＤＬの
フラグを０として記憶させることで、装着されたレンズ装置から取得された識別情報を含
む履歴情報を記憶する識別情報記憶手段でもある。なお、装着されたレンズ装置に対応し
た補正情報と履歴情報とは、同一の登録領域に記憶する必要はなく、別個の記憶装置もし
くは記憶領域に分けて記憶してもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　Ｓ１１でＣＰＵ３６は、登録されたレンズ装置で補正情報が第２メモリ３７にダウンロ
ードされていないものが有るか否かを、前述したＤＬのフラグを参照して判定する。すな
わち、Ｓ１１では、レンズＩＤが登録されたレンズ装置の補正情報が登録されているか否
かを判定している。Ｓ１１において、登録されたレンズ装置におけるすべてのＤＬが１で
あって、登録されたレンズ装置の補正情報が全てダウンロードされていた場合（ＮＯ）、
ＣＰＵ３６は、この処理を終了する（Ｓ１２）。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　Ｓ１３において、外部メモリ３９内にレンズデータが格納されていない場合、ＣＰＵ３
６は、外部メモリ３９内にレンズデータが格納されていない旨の警告表示を表示部４１に
数秒表示させる（Ｓ１４）。具体的には、外部メモリ３９内にレンズデータが格納されて
いないため、「補正情報がダウンロードされていないレンズ装置が登録されています」等
の警告を表示部４１に数秒表示させる。この警告表示により、ユーザは、補正情報がダウ
ンロードされていないレンズ装置が撮像装置２に登録されていることを知ることができる
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。次いで、ＣＰＵ３６は、この処理を終了する（Ｓ１５）。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　Ｓ１６において、レンズデータの中にレンズＩＤに対応した補正情報が含まれていない
場合（ＮＯ）、ＣＰＵ３６は、レンズデータの中にレンズＩＤに対応した補正情報が含ま
れていない旨の警告表示を表示部４１に数秒表示させる（Ｓ１７）。具体的には、レンズ
データの中にレンズＩＤに対応した補正情報が含まれていないため、「補正情報がありま
せん。ファイルをアップデートして下さい」等の警告を表示部４１に数秒表示させる。こ
の警告表示により、ユーザは、外部メモリ３９にあるレンズデータでは撮像装置２に登録
されているレンズ装置の補正情報を登録することができず、レンズデータを最新なものす
るためにアップデートが必要であることを知ることができる。次いで、ＣＰＵ３６は、こ
の処理を終了する（Ｓ１８）。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　また、Ｓ１６において、レンズデータの中にレンズＩＤに対応した補正情報が含まれて
いる場合、ＣＰＵ３６は、その補正情報をレンズＩＤに対応した補正情報として第２メモ
リ３７に記憶させる（Ｓ１９）。具体的には、Ｓ１９では、前述したテーブルデータにお
けるレンズＩＤの行に、補正情報が登録されることとなる。次いで、ＣＰＵ３６は、その
レンズＩＤのＤＬのフラグをダウンロード済みであることを示す１に書き換える（Ｓ２０
）。次いで、ＣＰＵ３６は、「レンズ装置の補正情報を格納しました」等の表示を表示部
４１に数秒表示させ（Ｓ２１）、この処理を終了する（Ｓ２２）。
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